
代替案① 代替案② 代替案③

くすのきホールを改修し、新庁舎

に転用

現庁舎の位置で建替え

保健センターを改修し、新庁舎

に転用

千早赤阪村大字水分２６３番地他 千早赤阪村大字水分１８０番地他 千早赤阪村大字水分１９５番地の１他

９，３５３㎡ ２，５３３㎡ １，３００㎡

２，４４４㎡ １，６２４㎡ １，８０４㎡

43,000 43,000 63,000

0 645,000 470,000

595,000 0 85,000

0 75,000 75,000

17,856 19,381 16,701

0 10,000 10,000

0 6,180 6,180

0 39,000 39,000

10,000 10,000 10,000

11,000 22,000 22,000

49,211 98,422 98,422

633,268 0 0

14,780 20,780 50,442

137,412 98,876 94,575

1,511,527 1,087,639 1,040,320

911,527 475,784 428,465

0 11,855 11,855

0 0 0

0 0 0

500,000 500,000 500,000

100,000 100,000 100,000

★

・ 既存施設の改修のため建設経

費の抑制が期待できる。

・ 路線バスに近くアクセスが良い。

住民の利便性が高い。

・ 路線バスに近くアクセスが良い。

住民の利便性が高い。

・ 建設工事期間が短い。 ・ 市街化区域内にあり、既存施設

が集積しているなど村の中核的

な役割を果たす立地にある。

・ 市街化区域内にあり、既存施設

が集積しているなど村の中核的

な役割を果たす立地にある。

・ アクセス対策として現村道の拡

幅は、地理的条件（がけ地など）

から道路基準を満たすことが困

難。新設道路の整備とするが、

実現性が低い。

・ 急傾斜地崩壊危険区域内にあ

るが、擁壁対策工事済。より安

全性確保のため擁壁補強工事

を行う。

・ 急傾斜地崩壊危険区域内にあ

るが、擁壁対策工事済。より安

全性確保のため擁壁補強工事

を行う。

・ くすのきホール機能の縮減によ

り、住民利用スペースが減少。

・ 駐車スペースなど敷地面積が狭

い。

・ 改修可能な範囲が限られ、十分

な執務室の確保が困難。また改

修により保健センターで行う保

健事業（健康診断など）のスペー

スがなくなることから他施設を利

用するなど非効率となる。

・ くすのきホールの建築後２４年

が経過しており、耐用年数（６５

年）が新設に比べ短い。用途変

更により補助金の返還が必要。

・ 保健センターは建築後２０年が

経過しており、耐用年数（６５年）

が新設に比べ短い。用途変更に

より補助金の返還が必要。

・ 駐車スペースなど敷地面積が狭

い。
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【庁舎建替え、地方交付税で支援】

国が熊本地震を受け災害対応拠点となる庁舎の建替えに発行した地方債の元利償還金の一部を地方交付税で措置する方針を表明。

平成２９年度からの実施を目指す。
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